
月
　
甫
　
活

は
じ
め
に

若
狭
武
田
氏
の
文
芸
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
る
論
考
が

あ
る
（
注
1
）
。
こ
れ
ら
諸
氏
の
論
に
よ
り
、
若
狭
武
田
氏
が
高
度
な
文
化
を

保
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

若
狭
武
昆
氏
の
文
化
は
大
別
し
て
二
群
の
人
達
に
よ
っ
て
築
か
れ
る
。
一
は

武
田
家
代
々
の
当
主
を
中
心
と
し
た
武
将
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
一
は
僧
侶
・
禅

僧
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
前
者
で
は
和
（
歌
）
文
学
が
中
心
に
な
る
。
後
者
で

は
、
漢
文
学
が
中
心
と
な
り
な
が
ら
、
和
歌
・
狂
歌
に
長
じ
た
僧
を
も
輩
出
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。

若
狭
武
画
家
出
身
の
禅
僧
に
つ
い
て
は
、
後
掲
諸
論
文
に
詳
し
い
。
そ
の
う

ち
で
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
押
僧
に
、
月
甫
清
光
が
あ
る
。
本
稿
で

は
、
五
山
指
林
・
公
家
社
会
に
お
け
る
月
筒
の
足
跡
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
方
禅
僧
が
文
化
面
で
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
注
1
）
ィ
、
単
行
本
　
1
．
芳
賀
幸
四
郎
著
、
「
東
山
文
化
の
研
究
」

2
．
小
高
敏
郎
著
、
「
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
」
3
．
井
上
宗
雄
著
、

「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
」

ロ
、
雑
誌
論
文
　
1
．
「
若
狭
武
由
氏
の
文
芸
」
　
（
米
原
正
義
氏
、
日
本

歴
史
、
第
二
五
七
号
）
2
．
「
三
益
永
国
の
艶
詩
－
若
狭
武
田
系
武
将

と
五
山
禅
僧
」
　
（
伊
藤
東
偵
氏
、
禅
文
化
、
第
五
十
九
号
）
3
、
「
狂
歌

師
雄
長
老
と
若
狭
の
五
山
禅
僧
」
　
（
伊
藤
東
偵
氏
、
禅
文
化
研
究
所
紀

朝
　
　
倉

尚

要
、
第
三
号
）

I
　
禅
林
に
お
け
る
月
甫
清
光

月
甫
清
光
、
建
仁
寺
僧
で
あ
る
。
作
品
集
・
記
録
類
な
ど
で
は
、
月
再
を
月

浦
と
表
記
し
た
も
の
も
多
い
。
紛
ら
わ
し
い
こ
と
に
は
、
同
時
代
に
月
浦
芳
珠

な
る
東
福
寺
永
明
派
下
の
僧
も
存
在
し
て
い
る
（
蔭
涼
軒
日
録
・
延
徳
3
・

1
1
・
朔
条
、
鹿
花
日
録
・
明
応
8
・
正
・
2
条
等
参
照
）
。

月
甫
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
諸
所
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
隠
寵
超
（
建
仁

寺
大
呂
院
僧
）
の
製
し
た
「
蟹
泉
院
政
豆
州
萬
司
日
山
大
禅
定
門
讃
井
序
」

（
翠
竹
真
如
集
所
収
）
が
要
領
を
得
て
い
る
。
月
報
が
、
父
で
あ
る
武
田
倍
繁

の
遺
像
に
対
し
て
讃
を
依
栢
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
臆
は
、
十
男
十
女
を
設
け

て
七
十
六
才
で
死
去
し
た
信
繁
を
、
唐
の
邦
子
伐
・
宋
の
氾
仲
滝
に
比
し
な
が

ら
讃
し
て
い
る
。
信
繁
と
そ
の
子
弟
に
つ
い
て
図
示
す
る
と
、
次
頁
の
よ
う

に
な
る
（
姓
氏
家
系
大
辞
典
に
よ
っ
て
、
儀
述
の
論
に
必
要
な
部
分
を
捕
っ

た
。
）
。

月
甫
の
五
山
禅
林
に
お
け
る
活
動
は
、
建
仁
寺
禅
居
庵
が
拠
点
と
な
る
。
月

甫
は
活
拙
正
橙
を
祖
と
す
る
大
鑑
派
の
天
輿
活
啓
（
宝
棟
三
年
．
寛
正
六
年

と
、
波
明
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。
）
に
嗣
法
し
て
い
る
。
法
系
を
示
す
。
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武
田
信
繁

班
長
院

日
山

－
信
簗
（
一
四
一
三
～
一

四
四
〇
）

長
福
寺
、
治
郎
少
柿

光
塾
天
遊

－
信
賢
（
一
四
二
〇
～
一

四
七
一
）

大
通
寺
、
大
瞳
大
夫

宗
武

－
囲
信
l
l
I
－
！
・
1

（
一
四
三
八
～
一

四
九
一
）

玉
華
院
、
一
治
部
少
抽

大
腰
大
夫
、
宗
勲
、

功
林
⊥
甘
且

－
信
親（
一
四
五
八
～

一
五
一
四
）

柄
軒
l
一
宗
寺
、
治
郎

少
輔
、
宗
鐸
樹
岡

－

元

信

1

（
一
四
六
一
～

一
五
二
一
）

仰
囲
寺
、
大
隠

大
夫
、
紹
壮
、
大

雄
、

元
光
（
一
四
八
四
～

一
五
五
〓

監
心
寺
、
大
瞳

大
夫
、
宗
勝
、
天

源
．

潤
甫
周
玉

－
信
廣

祁
粧
庵
は
〝
大
鑑
祁
師
、
塔
日
毘
明
〝
　
（
扶
桑
五
山
記
・
建
仁
寺
・
禅
㍍
庵

条
。
）
と
あ
る
よ
う
に
、
精
拙
正
澄
（
大
鑑
祁
腑
）
　
の
開
基
し
た
塔
頭
で
あ

る
。
琉
山
塔
頭
略
伝
・
祁
居
庵
条
に
は
、
天
輿
活
啓
・
密
渓
活
堅
・
古
雲
知
云

に
次
い
で
月
甫
清
光
の
名
を
弛
せ
て
い
る
。
ま
た
、
同
条
に
は
寮
合
の
l
覧
も

あ
り
、
″
永
元
斬
　
月
南
光
射
〝
と
す
る
。
月
筒
は
、
祁
居
庵
主
で
な
い
時
は

永
元
軒
に
居
住
し
て
い
る
。

射
合
名
と
し
た
「
永
元
」
に
つ
い
て
は
、
〝
南
屏
有
睦
日
凍
元
、
先
帰
心
之

廿
某
也
〝
　
（
竹
居
清
新
、
侵
天
顔
老
人
入
大
明
悶
序
）
と
あ
る
よ
う
に
、
清
拙

の
師
に
あ
た
る
仏
心
・
愚
種
智
恵
が
踊
山
浄
慈
報
恩
光
孝
和
寺
で
居
住
し
た
折

合
で
あ
る
（
愚
極
は
浄
慈
寺
五
十
四
世
住
持
。
）
。
永
元
は
恩
極
の
機
縁
語
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
例
え
ば
東
陵
永
境
の
撰
し
た
「
活
拙
大
鑑
禅
師
塔
銘
」

に
も
〝
永
元
之
遺
、
集
欧
大
成
〝
と
あ
る
。
そ
の
ほ
か
天
境
宗
教
の
無
規
位
等

参
照
。
）
。

天
輿
清
啓
の
門
に
参
ず
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
存
し
た
も
の
か
、

不
明
で
あ
る
。
前
掲
伊
藤
東
慎
氏
論
文
に
詳
説
さ
れ
る
よ
う
に
、
若
狭
武
田
家

よ
り
輩
出
し
た
禅
僧
は
、
建
仁
寺
十
如
院
の
院
主
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
同
院

に
寄
寓
す
る
こ
と
が
多
い
。
十
如
院
は
、
月
甫
の
兄
に
あ
た
る
武
E
信
栄
が
足

利
義
教
の
迫
薦
冥
福
の
た
め
に
創
建
し
た
塔
頭
で
あ
る
。

月
南
の
建
仁
寺
入
り
が
、
、
何
年
の
こ
と
か
判
明
し
て
い
な
い
。
希
世
景
彦
の

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

村
庵
軍
に
「
次
的
月
油
試
筆
」
、
菓
沼
用
巌
の
流
水
集
に
も
「
次
出
月
浦
俊
少

試
葛
」
と
い
う
作
品
を
載
せ
る
。
両
作
品
は
〝
晴
・
城
・
盤
〝
と
同
一
誠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
年
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
希
世
の
他
の
作
品
集
・
雲

畏
集
（
各
年
の
作
品
が
、
一
ま
と
ま
り
に
集
め
ら
れ
、
配
列
さ
れ
て
い
る
。
）

よ
り
、
寺
社
元
年
（
一
四
五
二
）
　
の
作
と
判
断
さ
れ
る
。
東
沼
に
は
〝
…
、
王

0

府
月
活
俊
少
、
一
夕
見
恵
紅
白
者
、
…
〝
（
流
水
集
）
と
紅
白
の
梅
の
枝
を
贈
ら

れ
た
際
の
詩
作
が
あ
る
。
試
筆
次
私
詩
を
依
如
し
た
月
浦
と
同
一
人
物
で
、
月

浦
が
王
府
・
建
仁
寺
僧
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
東
沼
は
建
仁
寺
僧
で
あ
り
、

希
世
は
大
鑑
派
下
の
僧
で
あ
る
。
月
浦
1
月
甫
か
も
し
れ
な
い
。

月
商
は
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
八
月
十
五
日
を
期
し
て
、
横
川
艮
聖
二
に

「
月
甫
字
蛸
井
序
」
の
製
作
を
依
頼
す
る
。
序
に
は
、
製
作
の
経
緯
を
示
す
部

分
が
あ
る
。

清
光
椿
者
、
乃
武
田
光
松
原
府
君
之
貴
弟
也
、
天
資
超
遭
、
畢
而
孜
々
、

夙
標
公
子
也
、
友
社
雅
其
称
日
月
筒
、
よ
男
子
之
美
称
、
副
之
以
月
、
規
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祝
性
深
、
昏
寄
徴
余
述
其
義
、
ミ
不
可
拒
也
、
（
祁
庵
京
華
前
集
）

武
川
光
禄
・
閥
信
の
弟
で
あ
る
こ
と
（
姓
氏
家
系
大
辞
典
に
よ
る
と
、
閉
信

の
生
年
は
永
享
十
年
で
あ
る
か
ら
、
月
甫
の
生
年
は
そ
れ
以
後
と
い
う
こ
と
に

0

な
る
。
系
図
参
照
。
）
、
″
甫
㍑
子
之
美
称
〝
と
あ
り
月
揃
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。
た
だ
し
、
〝
友
社
雅
其
称
日
月
甫
〃
の
解
釈
に
つ
い
て
は
問
題

も
残
る
。
通
常
、
名
門
出
身
の
（
幼
）
僧
が
字
号
を
付
す
る
場
合
は
、
時
の
高

僧
に
依
頼
す
る
こ
と
が
多
い
。
月
苗
も
相
川
に
依
頼
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い

が
、
横
川
の
書
き
方
で
は
〝
月
甫
〝
は
友
社
に
お
け
る
通
名
・
通
称
と
い
う
こ

0

と
に
な
る
。
月
浦
が
も
と
も
と
の
字
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
無
い
わ
け
で

は
な
い
。
月
筒
は
建
仁
寺
僧
で
あ
る
が
、
若
狭
国
が
京
都
に
近
い
た
め
か
、
し
ば
し
ば

帰
固
し
て
い
る
。
そ
の
一
端
は
H
星
徐
用
鱗
の
「
雰
月
浦
」
に
窮
わ
れ
る
。

僕
奥
月
沌
雅
丈
、
辱
識
荊
者
有
年
突
、
雅
丈
乃
若
之
刺
史
光
禄
府
君
責
弟

也
、
風
流
滑
蕗
、
不
以
人
地
両
日
居
篤
、
府
君
忠
孝
友
愛
、
山
千
天
賦
、

先
是
擁
騎
卒
、
護
大
将
軍
行
菅
、
宣
我
梓
城
也
、
馬
蹄
問
、
知
闊
猶
知

兵
、
茂
民
安
堵
、
謳
歌
之
音
硯
耳
、
而
雅
丈
陰
瑚
目
久
突
、
同
人
亦
椚

之
、
構
蔚
日
航
西
、
酪
衣
修
身
清
砦
之
飴
、
執
所
銀
峨
於
暗
香
昏
月
之

問
、
可
想
英
、
（
末
尾
部
分
お
よ
び
詩
二
首
省
略
。
翰
林
荊
恵
集
）

景
徐
（
村
岡
寺
僧
。
宜
竹
と
号
す
。
大
館
氏
出
身
。
）
と
月
苗
と
の
交
友
は
か
な
り

親
密
で
あ
る
。
景
徐
も
月
商
が
武
田
国
信
の
弟
で
あ
る
点
に
触
れ
る
（
月
浦
＝

月
浦
で
あ
る
こ
と
の
証
と
も
な
る
）
。
若
狭
に
お
い
て
、
栴
西
一
斎
を
構
え
て
い

た
と
す
る
点
に
も
注
目
さ
れ
る
（
省
略
し
た
詩
の
一
句
に
は
〝
梅
花
院
落
日
沈

西
〝
と
、
斎
名
で
あ
る
梅
酉
を
分
字
し
て
詠
み
込
ん
で
い
る
。
機
縁
の
法
の

一
）
。
景
徐
が
月
筒
に
関
し
て
作
品
（
翰
林
緋
恵
集
所
収
）
・
記
録
八
鹿
花

日
録
所
収
）
類
に
記
す
場
合
に
「
月
浦
」
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
作
品
・
記
録

の
内
容
か
ら
し
て
、
筒
を
浦
と
誤
記
し
た
と
ば
か
り
断
言
し
難
い
も
の
が
あ

る
。
（
腫
苑
日
録
・
明
応
8
・
正
・
2
条
に
東
福
寺
僧
月
浦
芳
珠
の
事
を
註
記

す
る
が
、
そ
の
他
で
は
月
甫
清
光
以
外
の
「
月
甫
」
　
「
月
浦
」
と
の
交
渉
は
認

め
ら
れ
な
い
。
「
月
浦
」
が
、
武
田
家
出
身
僧
で
あ
り
、
建
仁
寺
僧
で
あ
る
こ

と
を
示
す
例
が
あ
る
。
明
応
末
年
の
「
月
甫
」
　
「
月
浦
」
は
、
と
も
に
蔵
主
で

あ
る
。
〃
月
清
光
〟
と
い
う
表
記
も
あ
る
。
種
々
の
点
よ
り
判
断
し
て
、
景
徐

の
場
合
の
「
月
浦
」
は
月
商
と
結
論
し
た
。
以
下
註
記
し
な
い
。
）

月
甫
の
禅
林
に
お
け
る
住
持
歴
に
つ
い
て
は
、
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
東

山
塔
頭
略
伝
・
禅
居
庵
条
に
は
〝
月
覇
名
清
光
　
歴
遷
開
羊
建
仁
第
二
百
五
十

一
世
　
又
住
商
禅
〝
と
あ
る
。

調
薬
寺
住
持
の
件
に
つ
い
て
は
、
鹿
花
院
公
文
帳
の
信
濃
開
善
寺
条
に
そ
の

名
を
連
ね
て
い
る
。
同
条
に
は
〝
應
永
三
十
四
年
八
月
二
十
九
日
菌
十
刑
、
建

仁
禅
屠
庵
末
寺
〝
の
細
字
謀
が
あ
る
。
閑
善
寺
は
活
拙
正
橙
が
小
笠
原
貞
宗
の

庇
護
の
も
と
に
開
山
し
た
寺
で
あ
る
。
な
お
、
月
前
の
間
井
守
住
持
に
際
し

て
、
月
丹
語
柁
（
建
仁
寺
僧
）
　
の
製
し
た
山
門
疏
「
光
月
覇
住
用
立
山
門
」

（
幻
雲
稿
）
が
現
存
す
る
。

月
筒
の
建
仁
寺
住
持
に
つ
い
て
は
、
此
花
院
公
文
帳
・
建
仁
寺
条
に
も
名
を

連
ね
て
い
る
が
、
五
山
歴
代
・
建
仁
寺
条
に
は
二
百
五
十
二
世
に
名
を
載
せ
た

上
で
〝
不
入
院
〟
”
嗣
天
由
顔
由
拙
四
世
　
永
正
十
年
五
月
廿
八
日
之
輯
〝
等

．
と
註
記
し
て
い
る
。
永
正
十
年
五
月
廿
八
日
の
公
帖
で
あ
る
こ
と
、
不
入
院
・

坐
公
文
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

南
禅
寺
住
持
の
件
に
つ
い
て
は
、
扶
桑
五
山
記
・
五
山
歴
代
等
に
は
記
載
さ

れ
な
い
が
、
鹿
花
院
公
文
帳
に
は
名
を
連
ね
て
い
る
。
建
仁
寺
住
持
の
場
合
と

同
じ
く
不
入
院
・
坐
公
文
で
あ
っ
た
も
の
か
。

公
文
銭
を
納
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
公
楯
（
住
持
任
命
の
辞
令
）
が
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発
せ
ら
れ
る
風
洞
は
室
町
後
期
の
禅
林
衰
退
に
比
例
し
て
盛
ん
に
な
る
。
月
頂

の
住
持
歴
に
は
、
当
時
の
禅
林
の
悪
弊
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

、
る
。
晩
年
の
月
甫
の
本
拠
地
は
若
州
に
あ
っ
た
が
、
若
狭
武
田
家
の
財
力
を
背

景
に
、
京
都
五
山
の
住
持
職
を
手
中
に
収
め
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

禅
林
に
お
け
る
月
甫
の
活
動
を
考
え
る
上
で
、
兄
武
田
同
格
の
存
在
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
希
世
憲
彦
・
横
川
景
三
・
彦
龍
用
興
・
亀
泉
集
託
・

厨
披
景
苗
・
景
徐
周
鱗
と
い
っ
た
南
禅
寺
・
相
国
寺
僧
の
作
品
・
記
録
に
は
月

甫
（
浦
）
よ
り
も
国
信
の
名
前
が
数
多
く
載
せ
ら
れ
、
丁
重
に
扱
わ
れ
て
い

る
。
正
宗
詑
統
・
天
は
電
路
・
雲
嶺
永
珪
・
月
丹
語
睦
等
の
建
仁
寺
僧
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

い
ま
、
景
徐
と
の
交
渉
を
中
心
に
、
月
筒
の
禅
林
に
お
け
る
対
個
人
僧
と
の

私
的
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
。

早
最
赴
東
山
入
寺
之
台
、
千
時
連
雨
末
晴
、
寄
輿
於
祁
屠
、
～
、
古
址
酉

堂
引
予
入
東
宝
、
而
親
心
、
一
饅
、
二
麺
、
三
菓
子
、
仙
蹄
、
大
昌
、
青

松
、
清
光
伴
、
（
戌
花
日
録
、
明
応
8
・
5
・
2
6
）

茂
叔
集
樹
の
建
仁
寺
入
寺
会
の
途
次
、
景
徐
を
は
じ
め
蘭
披
（
仙
拍
）
・
天
隠

（
大
呂
）
・
桂
林
（
青
松
）
が
禅
居
庵
に
立
ち
寄
る
。
月
商
も
同
席
、
当
代
の
代

表
的
文
筆
僧
と
の
面
識
を
深
め
て
い
る
。

月
清
光
蔵
主
火
、
囚
求
窯
之
賛
、
（
鹿
花
日
録
、
明
応
8
・
正
・
1
0
）

月
浦
は
景
徐
に
対
も
て
画
讃
を
依
頼
し
て
い
る
。
月
韻
は
禅
林
の
著
名
僧
を
熱

心
に
訪
問
し
、
種
々
の
作
品
の
製
作
を
依
頼
す
る
。

次
怒
玉
府
活
叔
佳
少
春
首
詩
、
兼
索
月
浦
師
電
咲

詔
書
窓
外
烏
呼
最
　
侍
是
童
科
第
一
人
　
寵
武
新
軍
加
筆
力
　
戦
場
花
底

表
駆
春
　
　
（
翰
林
緋
恵
集
）

次
顔
王
府
剛
叔
少
年
春
首
佳
作
兼
求
月
甫
老
人
一
咲

再
来
柁
句
烏
鷺
新
　
竹
菜
摘
門
残
雪
最
　
天
測
鴻
清
五
橋
水
　
以
西
猶
眠

以
東
春
（
翰
林
荊
藍
集
）

月
甫
が
玉
府
・
建
仁
寺
の
清
叔
少
年
・
剛
叔
少
年
の
た
め
に
尽
力
、
試
筆
詩
の

唱
和
（
次
諏
詩
）
を
依
頼
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
景
徐
は
、
前
詩
転
句
に

お
い
て
〝
寵
武
新
軍
加
筆
力
〃
と
、
武
田
家
出
身
僧
で
あ
る
月
筒
の
助
勢
（
清

叔
少
年
の
試
筆
詩
は
実
質
上
は
月
甫
の
製
作
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
）
を

賛
し
て
い
る
。
翰
林
荊
萬
集
の
作
品
配
列
よ
り
判
断
す
る
と
、
前
詩
は
文
亀
二

年
作
、
後
詩
は
永
正
元
年
作
と
考
え
ら
れ
る
。
（
月
博
が
若
年
僧
の
た
め
に
尽

力
し
て
他
僧
の
和
詩
を
集
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
松
蔭
吟
稿
の
「
依
月
捕
老

人
現
送
光
宝
座
元
越
行
」
詩
等
に
よ
っ
て
も
想
像
さ
れ
る
。
）

調
阿
充
招
予
、
望
月
浦
蔵
主
訪
汲
古
也
、
令
壇
叫
召
宗
蔵
主
、
以
言
天
魔

出
頭
井
常
．
院
公
文
寄
進
也
、
衆
干
勢
州
、
予
喚
出
、
以
倉
干
汲
古
之
坐
、

扱
古
言
公
方
奪
守
紙
事
、
（
虚
花
日
録
、
明
応
8
・
1
1
・
8
）

詳
し
い
事
情
は
判
明
し
な
い
が
、
月
博
の
政
治
的
方
面
で
の
活
動
を
示
し
た
記

事
で
あ
る
。
汲
古
・
伊
勢
貞
宗
を
訪
れ
て
交
渉
し
て
い
る
背
景
に
は
、
月
筒
の

出
自
が
若
狭
武
田
氏
で
あ
る
と
い
う
点
が
あ
ろ
う
。

次
月
浦
蔵
主
悼
亡
親
潮

天
地
之
問
逆
旅
瘍
　
例
行
七
十
二
亭
長
　
滝
侶
得
遺
母
昇
上
　
欲
界
熟
為

禅
界
涼
　
（
輸
林
胡
恵
集
）

0　0

月
博
の
母
親
は
七
十
二
歳
で
死
去
し
た
よ
う
で
あ
る
。
〝
蒔
主
〟
と
あ
り
、
明

応
年
間
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

景
徐
と
の
交
友
を
中
心
に
、
月
筒
の
神
林
に
お
け
る
活
動
を
概
翻
し
た
。
月

再
は
、
白
か
ら
作
品
を
製
し
諸
僧
の
問
に
批
評
を
求
め
て
技
を
磨
く
と
い
っ
た

文
筆
僧
の
型
に
は
属
さ
ず
、
諸
僧
の
間
を
歴
訪
し
て
作
晶
を
依
頼
・
収
集
し
鑑

貸
し
て
楽
し
む
と
い
っ
た
文
化
愛
好
僧
と
し
て
の
性
格
が
濃
い
こ
と
に
気
付
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く
。
表
現
は
良
く
な
い
が
、
成
り
上
が
り
の
地
方
豪
族
（
倍
）
が
文
化
面
に
眼

を
向
け
、
身
に
付
け
て
行
く
際
の
一
の
典
型
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

月
覇
の
禅
僧
と
し
て
の
誇
り
は
、
世
間
・
一
般
社
会
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が

た
と
え
坐
公
文
・
居
成
公
l
文
で
も
、
建
仁
寺
・
南
禅
寺
の
前
住
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
祁
林
に
対
し
て
は
、
月
南
が
大
鑑
派
・
祁
属
庵
の
僧
と
し

て
、
自
派
・
自
院
の
高
揚
に
努
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

只
休
的
に
は
、
ま
ず
正
宗
寵
統
（
建
仁
寺
僧
。
売
氏
出
身
。
）
に
大
鑑
小
清
規

の
欧
文
を
求
め
た
こ
と
が
あ
る
。

月
軍
損
主
、
貢
所
自
謄
小
清
規
死
、
徴
子
分
其
句
諒
、
且
加
和
字
、
梗
於

詭
也
、
大
鑑
大
智
再
世
、
而
由
中
華
殊
日
本
、
々
々
禅
林
祀
之
所
快
、
不

可
不
抽
者
、
嘉
為
小
結
親
日
近
也
、
（
抄
出
。
禿
尾
長
柄
帯
）

精
拙
（
大
鑑
）
は
首
丈
怯
梅
（
大
智
）
の
再
生
と
言
わ
れ
、
「
大
鑑
小
清
規
」

を
制
し
て
普
及
に
努
め
た
。
月
商
は
こ
の
清
規
を
謄
写
し
、
句
読
・
訓
読
を
正

0
0

宗
に
依
頼
し
て
い
る
。
〝
月
甫
踊
主
〝
と
あ
り
、
正
宗
の
没
年
（
明
応
七
年
）

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
明
応
初
年
の
こ
と
と
推
責
さ
れ
る
。

清
拙
正
橙
の
作
品
集
と
し
て
は
「
押
屠
尭
」
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
月
甫
は

独
自
に
従
来
の
集
に
は
収
め
ら
れ
な
い
作
品
に
よ
る
「
祁
居
大
鑑
禅
師
附
録
」

を
編
み
、
そ
の
序
文
を
天
隠
語
澤
に
按
期
し
て
い
る
。

東
山
月
甫
浩
光
蔵
主
、
四
世
孫
也
、
猶
恐
沿
海
有
遣
珠
也
、
沈
銭
網
於
不

測
之
底
、
拶
捜
残
鱗
片
甲
、
以
為
家
机
、
名
之
為
附
録
、
莞
揖
周
易
附
録

也
、
（
抄
出
。
五
山
文
学
新
集
・
雪
村
大
和
尚
行
遺
記
所
収
）

〝
沈
銭
網
・
…
：
〝
に
は
、
月
前
の
熱
意
を
琴
っ
こ
と
が
で
き
る
。
末
尾
に
は
欧

文
の
製
作
年
時
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
明
応
六
年
十
一
牒
・
天
隠

七
十
六
才
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
（
天
隠
の
黙
雲
藁
に
は
、
明
応
三
年
正
月

に
、
月
商
の
依
願
に
よ
っ
て
製
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
費
詞
が
あ
る
。

〝
…
今
月
甫
蔵
主
、
山
千
後
百
丈
之
門
、
其
志
欲
振
起
先
宗
、
可
買
一
軍
…
″

と
あ
る
。
橡
費
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
）

禅
居
大
鑑
禅
師
附
録
に
つ
い
て
は
、
月
筒
と
し
て
も
自
負
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
も
の
か
、
景
徐
に
そ
の
放
文
を
依
頼
し
て
い
る
。

抄
建
仁
祁
居
清
光
敢
主
所
求
政
之
大
鑑
附
録
之
中
之
一
二
事

（
鹿
苑
日
録
、
明
応
8
・
5
・
2
8
）

景
徐
は
政
を
慰
す
る
と
共
に
、
備
忘
の
た
め
か
二
二
．
の
こ
と
を
抄
録
し
て
い

る
（
成
苑
日
録
、
明
応
8
・
．
5
・
2
9
灸
も
参
照
さ
れ
た
い
。
）
。
景
徐
の
険
文

は
翰
林
荊
髭
集
に
「
題
大
鑑
禅
師
附
録
後
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
作

品
集
の
性
格
に
つ
い
て
景
徐
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

四
世
之
孫
月
前
出
主
、
一
口
袖
釦
巻
見
示
、
披
而
見
之
、
所
謂
晦
械
諸
師

之
書
文
牲
光
者
、
偶
項
唱
和
者
、
及
欲
了
電
俊
用
葦
埼
廷
右
横
平
石
之
異

之
者
、
賓
之
者
、
燦
爛
乎
吾
前
、
余
不
畳
失
音
、
如
夢
而
窮
、

（
抄
山
。
翰
林
制
醗
集
）

往
来
書
簡
・
唱
和
侃
餌
・
巽
詩
・
費
詩
等
を
内
容
と
す
る
。
時
機
元
隈
・
了
庵

治
欲
・
用
事
廷
俊
・
廷
石
狂
碕
・
平
石
如
砥
は
、
本
朝
禅
僧
が
敬
慕
し
た
中
国

禅
僧
で
あ
る
。

翰
林
狛
己
集
に
は
、
月
南
が
群
居
庵
主
時
に
景
徐
に
偵
知
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
作
品
が
載
っ
て
い
る
。
応
仁
の
大
乱
に
よ
っ
て
散
乱
・
紛
失
し
た
清
拭
の

作
品
が
茂
奴
に
よ
っ
て
無
事
に
月
商
の
許
に
届
け
ら
れ
る
と
い
う
偶
然
事
が
起

こ
る
が
、
そ
の
際
の
感
動
を
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
。

比
者
、
茂
叔
老
禅
偶
待
之
於
教
辟
之
従
、
逮
審
月
甫
西
党
、
蹄
之
和
居
祖

塔
、
而
作
偶
副
之
、
月
甫
拝
躍
如
把
、
和
以
謝
焉
、
因
命
余
間
拭
、

（
抄
出
。
輸
林
荊
琶
集
）0
0

作
品
の
配
列
か
ら
判
断
す
る
と
永
i
E
初
年
の
製
作
で
、
〝
月
苗
西
堂
〟
と
あ
る
．

26



と
こ
ろ
か
ら
間
井
守
住
持
を
経
験
換
（
前
住
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

月
南
は
大
鑑
派
・
禅
居
庵
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
月
甫
も
漢
詩
文

の
読
解
・
製
作
の
素
養
を
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
力
最

の
程
は
不
明
で
あ
る
。
月
甫
の
功
頂
・
名
声
は
、
む
し
ろ
祁
林
（
文
芸
）
の
保

護
者
・
愛
好
家
と
し
て
の
活
動
に
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
金
子
金
治
郎
先
生
は
「
兼
載
伝
の
再
吟
味
」
　
（
中
世
文
芸
、
五
十
号

記
念
論
集
）
に
お
い
て
、
彰
考
飽
文
相
蔵
の
『
和
漢
聯
句
』
に
つ
い
て
解
説
・

翻
刻
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
文
明
十
年
春
の
興
行
と
推
定
さ
れ
た
〝
雲
は
花
″

百
斑
に
決
句
二
句
を
出
詠
し
「
清
光
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
月
博
清
光
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
兄
で
あ
る
武
田
同
信
（
宗
勲
）
も
同
座
す
る
。
漢
衆
の

う
ち
蘭
披
・
正
宗
・
農
具
（
春
陽
）
・
霊
翰
（
有
隣
霊
輸
。
大
鑑
派
下
、
希
世

霊
彦
の
法
嗣
。
）
・
周
麟
（
景
徐
）
等
は
、
月
筒
と
は
親
し
い
関
係
に
あ
る
。

文
明
十
年
と
い
え
ば
、
月
南
は
い
ま
だ
弱
輩
で
あ
る
。
月
筒
の
漠
句
二
句
は
、

1
2
霊
翰
－
1
3
清
光
1
1
4
正
宗
・
6
0
周
麟
1
6
1
清
光
－
6
2
正
宗
と
、
先
輩
に
鋏
ま

れ
た
奇
数
旬
日
に
あ
た
り
、
負
担
の
軽
く
な
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
（
連

句
連
歌
に
お
い
て
漠
句
が
連
続
す
る
ば
あ
い
、
前
句
と
の
付
合
の
は
か
、
対
句

と
し
て
の
配
慮
も
肝
要
に
な
る
。
）
。

公
家
・
武
家
・
連
歌
師
（
和
歌
連
歌
）
と
禅
僧
（
漢
詩
）
が
一
座
す
る
時
、

連
句
連
歌
が
輿
行
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
月
筒
も
、
時
に
は
こ
の
．
よ
う
な
一
座

に
同
席
し
、
そ
の
際
に
は
他
の
禅
僧
と
同
じ
よ
う
に
法
句
を
付
け
た
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。
I
　
月
甫
清
光
と
和
歌
に
つ
い
て

ー
　
三
條
西
実
降
と
の
交
流

月
筒
の
文
人
と
し
て
の
興
味
は
、
和
歌
の
方
面
に
存
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
も
、
主
條
丙
実
隆
と
の
交
流
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
（
武
田
家
と
実

隆
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
今
は
触
れ
な
い
。
）

月
甫
と
実
隆
と
の
関
係
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
記
事
等
が
早

い
例
で
あ
る
。

建
仁
寺
永
元
昨
去
年
御
讃
三
橋
被
閏
御
君
、
今
日
被
召
出
之
、
預
悶
若
州

之
問
草
々
君
上
可
進
上
之
拍
有
返
報
、
其
子
細
同
中
人
了
、

（
実
隆
公
記
、
永
正
2
・
4
・
8
）

建
仁
寺
永
元
軒
に
質
種
と
し
て
預
け
置
か
れ
た
宮
中
の
御
画
三
幅
を
召
し
返
さ

れ
た
際
の
記
事
で
あ
る
。
突
隆
が
仲
介
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い

る
。
月
筒
の
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
若
狭
武
田
家
の
経
済
力
を
背
景

に
、
こ
こ
で
も
文
化
愛
好
家
・
保
護
者
と
し
て
の
一
両
を
示
し
て
い
る
。
突
降

公
記
の
紙
背
文
吉
に
は
、
こ
の
件
に
関
し
て

和
浩
　
小
月
壷
観
音
　
脇
蒐
夫
人
形

右
合
千
疋
の
御
啓
二
姶
候
　
し
た
う
せ
ん
に
て
候
　
加
件

（
永
正
元
年
七
月
十
八
日
付
、
粟
屋
左
筒
門
尉
宛
）

と
い
っ
た
文
書
の
写
し
や
、
匂
常
内
侍
（
東
坊
城
松
子
）
消
息
二
通
が
残
っ
て

い
る
。
三
幅
と
は
、
張
月
責
の
観
音
像
（
中
）
・
胡
薦
夫
の
人
形
橡
（
脇
）
で

あ
り
、
金
千
疋
を
嗣
堂
銭
よ
り
借
用
し
て
い
る
（
参
考
ま
で
に
、
十
ケ
月
間
の

利
子
は
二
百
疋
で
あ
る
）
。

永
正
末
年
よ
り
の
月
再
は
、
一
年
の
大
半
を
若
狭
に
お
い
て
過
ご
し
て
い

る
。月
筒
は
若
狭
に
も
永
元
軒
（
寺
）
を
営
む
。
天
文
七
年
七
月
、
砦
狭
国
で
は

内
紛
が
生
ず
。
心
配
し
た
義
晴
将
軍
は
書
状
を
一
は
武
田
大
腿
大
夫
入
道
元
光

に
、
一
は
永
元
寺
に
宛
て
て
い
る
。
永
元
寺
・
永
元
軒
・
月
甫
清
光
の
若
狭
同

に
お
け
る
地
位
・
政
治
的
発
言
力
の
程
が
知
ら
れ
る
　
（
後
鑑
、
天
文
7
・
7
・

持
条
の
御
内
書
案
参
照
。
）
。
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実
隆
に
は
、
す
で
に
構
川
・
了
庵
・
天
隠
・
正
宗
・
景
徐
と
い
っ
た
五
山
僧

と
の
問
に
親
交
が
あ
っ
た
。
実
隆
は
、
五
山
僧
と
し
て
で
は
な
く
、
武
田
家
出

身
者
と
し
て
の
月
覇
と
交
流
を
深
め
て
い
る
。

久
村
信
濃
守
宗
家
所
望
拾
遺
集
∧
西
安
古
窯
∨
今
日
下
遣
之
、
∧
但
翌
日

執
光
遣
之
＞
　
武
田
所
望
八
十
首
郡
・
粟
屋
右
京
亮
狗
吟
鮎
・
同
新
撰
和

部
等
十
首
題
各
辺
右
京
亮
、
又
、
水
元
軒
江
鳳
岡
遺
物
情
人
手
跡
軸
物
一
巻

遣
之
、
被
是
召
孫
四
郎
波
之
了
、
（
実
隆
公
記
、
大
永
6
・
8
・
聖

武
田
元
光
・
久
村
宗
家
・
粟
屋
元
隆
・
粟
屋
脇
素
と
い
っ
た
武
田
家
中
の
人
人

と
同
等
の
扱
い
で
あ
る
。
（
〝
風
聞
遺
物
…
〝
と
あ
る
の
は
、
実
隆
の
第
三

子
・
風
間
桂
陽
の
死
去
に
際
し
て
、
月
甫
が
香
資
・
和
歌
を
贈
っ
た
こ
と
に
対

す
る
返
礼
で
あ
る
。
風
間
は
東
福
寺
了
庵
桂
悟
の
附
弟
で
あ
っ
た
。
大
、
空
ハ
年

六
月
八
日
死
去
、
三
十
三
才
。
）

実
隆
公
記
に
は
月
南
に
関
す
る
記
事
が
大
永
五
年
か
ら
天
文
四
年
に
か
け
て

載
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
記
事
に
は
二
の
型
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
の
型
は
〝
音
信
″
〝
賀
状
″
〝
有
書
状
″
　
″
有
状
〟
等
と
記
し
た
も
の
で
、

書
状
の
往
復
が
主
体
を
な
す
。
書
状
の
内
容
は
、
和
歌
製
作
に
関
す
る
談
合
、

さ
ら
に
は
作
品
の
合
点
・
添
削
依
頼
も
あ
っ
た
。
が
、
実
隆
が
中
央
政
界
の
、

月
南
が
若
狭
国
の
実
力
者
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
政
治
的
色
彩
の
濃
い
も
の
も

存
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

永
元
寺
有
状
、
葛
粉
一
箱
被
送
之
、
万
松
軒
撤
郡
被
印
之
聞
、
件
状
木
見

軒
主
、
御
□
「
状
カ
」
賜
之
　
　
（
実
隆
公
記
、
天
文
2
・
5
・
曇

永
元
返
事
遣
之
、
万
松
御
状
等
下
之
、
（
実
隆
公
記
、
天
文
2
・
5
・
空

で
は
万
松
軒
の
所
覇
に
つ
い
て
仲
介
し
て
い
る
（
万
松
軒
と
月
筒
に
つ
い
て
は
、

実
隆
公
記
の
享
禄
元
・
1
1
・
9
条
・
天
文
3
・
2
・
2
9
条
、
再
昌
軍
の
天
文

2
・
1
2
・
1
9
条
等
参
照
）
。

二
の
型
は
和
歌
作
品
が
介
在
す
る
も
の
で
（
書
状
と
一
緒
の
こ
と
多
し
。
）
・

こ
の
型
は
さ
ら
に
二
に
細
分
類
さ
れ
よ
う
か
。
川
は

永
元
軒
詠
章
自
若
州
談
合
、
（
実
降
公
記
、
大
永
6
・
‖
・
9
）

永
元
寺
昨
夕
有
状
、
詠
革
談
合
、
今
朝
遺
返
事
了

（
実
降
公
記
、
羊
禄
3
・
2
・
9
）

と
、
″
談
合
〝
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
京
都
と
若
狭
の
間
を
書
状
に
よ
り
、
製

作
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
（
突
隆
公
記
の
貫
禄
3
・
1
0
・
3
9
享
禄
4
・
6
，

1
条
等
参
照
）
。
佃
は
〝
有
和
歌
′
〝
詠
草
一
見
″
〝
詠
草
披
見
之
″
等
と
表

現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
〝
有
和
歌
″
と
し
た
も
の
で
は
、

自
若
州
永
源
軒
光
東
蛍
弔
陽
首
座
、
香
典
百
疋
被
送
之
、
有
和
寄
、
（
永

源
1
、
水
元
で
あ
る
。
実
隆
は
時
に
混
同
す
る
。
以
下
同
じ
。
注
記
し
な

い
。
実
隆
公
記
、
大
永
6
・
7
・
1
2
）

永
元
寺
有
状
、
□
「
焼
カ
」
香
一
色
被
送
之
、
有
和
響
　
（
突
隆
公
記
、

大
永
7
・
正
・
1
3
）

等
が
参
考
と
な
ろ
う
。
前
者
は
鳳
岡
桂
陽
死
去
に
際
し
て
の
弔
問
で
あ
り
、
後

者
は
臼
状
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
歳
首
の
挨
拶
で
あ
ろ
う
。
挨
拶
・
儀
礼
の
要

素
の
濃
い
も
の
で
あ
る
。
「
永
元
寺
書
状
・
詠
章
・
短
冊
百
首
被
送
之
」
　
（
実

隆
公
記
、
大
永
8
・
2
・
6
）
、
「
永
元
専
有
□
〔
状
カ
〕
、
…
有
狂
寄
」

0

°

　

　

0

°

0

（
突
隆
公
記
、
天
文
3
・
2
・
2
9
）
と
、
詠
章
・
有
狂
寄
と
あ
る
の
も
同
類
で

あ
る
。
〝
詠
草
一
見
″
〝
詠
草
被
見
之
″
例
に
つ
い
て
は
、

若
州
永
元
寺
朗
三
袋
被
送
之
、
詠
章
一
見
返
之
、

（
実
隆
公
記
、
大
永
8
・
7
・
2
3
）

永
元
寺
詠
革
被
見
之
、
海
雲
一
桶
被
送
之
、

（
実
隆
公
記
、
享
禄
4
・
3
・
1
6
）

の
よ
う
に
酌
群
な
記
述
に
な
る
場
合
が
多
い
。
月
商
と
し
て
は
批
評
・
添
削
・
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合
点
を
斯
待
・
依
紙
し
、
芙
隆
と
し
て
も
そ
れ
ら
の
要
望
に
応
え
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
触
れ
た
記
串
は
少
い
。

永
源
軒
先
腔
返
郡
到
来
、
馬
子
五
十
枚
被
恵
之
、
詠
章
被
見
之
、
合
帖
豊
田

之
、
　
　
　
　
　
　
　
（
実
隆
公
記
、
大
永
6
・
9
・
2
1
）

合
点
し
て
返
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
〝
詠
葦
一
見
″
例
（
実

隆
公
記
の
享
禄
4
・
正
・
軍
天
文
3
・
3
・
1
4
条
等
も
参
照
）
・
〝
詠
軍

披
見
之
〟
例
（
突
隆
公
記
の
大
永
6
・
1
0
・
響
享
禄
2
・
2
・
1
0
、
享
禄

2

・

1

1

・

2

7

、

等

掠

3

・

2

・

1

8

、

亭

禄

1

・

4

・

ほ

、

天

女

2

・

7

・

2

7

条

等
も
窯
堕
）
の
ほ
か
〝
被
見
詠
草
″
　
（
実
隆
公
記
、
大
永
7
・
3
・
7
）
．

〝
詠
章
被
送
之
″
　
（
実
隆
公
記
、
享
禄
5
∴
5
・
空
等
の
記
述
例
も
あ
る
。

月
苗
は
和
歌
実
作
に
つ
い
て
、
実
隆
に
師
串
す
る
。
が
、
歌
集
・
物
語
類
の

講
説
・
伝
授
依
顛
外
題
の
染
筆
依
頼
等
と
、
多
く
の
地
方
文
化
人
が
執
着
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
月
商
は
淡
泊
で
あ
る
。
〝
人
丸
影
費
所
望
、
寛
□
首
色
格

貴
之
〟
　
（
実
降
公
記
、
天
文
2
・
7
・
2
7
）
等
は
、
例
外
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。実
隆
と
月
再
の
交
渉
を
、
さ
ら
に
別
の
面
よ
り
検
討
す
る
。
中
央
文
化
と
地

方
文
化
と
の
交
流
の
一
側
面
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

同
数
・
頻
度
に
つ
い
て
。
突
隆
公
記
で
は
多
い
年
で
七
～
八
回
、
譜
状
に
よ

る
交
遊
が
認
め
ら
れ
る
。
「
永
元
寺
布
状
、
目
所
労
久
無
音
倍
云
々
」
　
（
実
隆

公
記
、
天
文
2
・
7
・
2
7
）
で
は
〝
久
無
音
信
″
と
記
し
て
い
る
が
、
天
文

二
年
に
は
五
月
十
四
日
・
十
五
日
に
書
状
の
交
換
を
し
て
い
る
。
二
ケ

月
余
の
無
沙
汰
を
〝
久
無
音
信
″
と
感
ず
る
は
ど
の
交
友
と
い
う
こ
と
に

な
る
。月
筒
の
使
者
に
つ
い
て
。
前
山
〝
彼
走
者
孫
四
郎
波
之
了
″
　
（
実
際
公
記
、

大
永
6
・
8
、
2
4
）
の
よ
う
に
、
武
田
家
と
三
催
西
家
の
好
政
を
利
用
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
が
、
多
く
は
〝
使
倍
勧
一
票
″
　
（
実
隆
公
記
、
大
永
7
・
、
3
・

7
）
と
あ
る
よ
う
に
、
月
筒
の
使
僧
が
往
復
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
世
情
不
安

定
の
際
に
も
、
僧
体
で
あ
る
こ
と
は
、
何
か
に
つ
け
て
有
利
で
あ
る
。
実
隆
公

記
の
記
述
で
は
、
実
隆
の
返
答
・
返
書
は
即
日
あ
る
い
は
翌
日
に
限
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
前
者
（
即
日
）
で
は
、
書
状
∴
詠
草
の
届
け
ら
れ
た
同
日
条

に
〝
返
事
（
則
）
遣
之
″
等
と
記
す
。
後
者
（
翌
日
）
で
は
、
同
日
条
に
〝
返

事
翌
朝
遣
之
″
等
と
註
記
し
た
り
、
翌
日
条
に
〝
永
元
返
事
遣
之
″
等
と
記
し

た
り
で
あ
る
。
〝
詠
草
一
見
則
返
事
遣
之
、
路
次
難
儀
之
由
中
間
、
卒
爾
遣

之
〟
　
（
突
隆
公
記
、
大
永
7
・
1
2
・
翌
で
は
、
使
者
が
実
掟
の
返
事
を
急
が

せ
て
い
る
。

土
産
・
贈
物
に
つ
い
て
。
月
筒
が
実
隆
に
届
け
た
贈
物
（
礼
物
）
の
種
類
・

n
Ⅱ
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
。
打
‥
宇
鳥
子
・
短
冊
（
紙
類
）
、
綿
・
越
布
・
絹
・

絡
（
衣
料
）
、
乾
飯
・
葛
粉
・
栗
・
茶
・
梅
雲
・
海
苔
・
昆
布
（
食
料
）
、
蘇

合
闘
・
牛
黄
囲
（
医
薬
）
、
香
・
同
扇
（
嗜
好
品
）
、
そ
れ
に
青
銅
・
黄
金

（
金
銭
）
で
あ
る
。
金
銭
（
9
）
、
梅
雲
（
8
）
、
乾
飯
（
5
）
、
嘉
粉
（
4
）
、

打
曇
（
4
）
等
が
回
数
多
く
贈
ら
れ
て
い
る
（
数
字
は
贈
ら
れ
た
回
数
を
示
す

が
、
あ
ま
り
意
味
は
な
い
。
参
考
ま
で
に
掲
げ
た
。
）
。
贈
ら
れ
る
側
・
実
隆

に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
貴
重
で
あ
っ
た
の
は
、
金
銭
で
あ
っ
た
。
実
隆
は
公
記

に
卒
直
に
記
述
す
る
。
三
條
西
家
は
田
窮
し
て
い
た
。

永
元
専
有
状
、
黄
金
一
両
＜
金
葉
集
内
抜
書
一
両
首
ト
ア
リ
、
一
笑
l

と
こ
∨
被
送
之
、
不
慮
之
芳
志
也
（
実
隆
公
記
、
享
禄
4
・
8
・
2
）

永
元
寺
有
状
、
詠
葦
被
送
之
、
黄
金
一
両
袖
口
之
、
不
臆
芳
志
、
常
時
一

段
自
愛
芳
恩
也
、
（
実
隆
公
記
、
享
禄
5
・
5
・
1
4
）

に
お
け
る
実
隆
の
謝
意
は
深
い
も
の
が
あ
る
（
そ
の
は
か
、
実
隆
公
記
の
大
永

7
・
3
・
7
、
享
禄
2
・
1
2
・
2
2
条
等
参
照
）
。
〝
金
裏
年
…
＝
″
に
は
、
月
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常
の
酒
脱
な
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。

．
実
権
が
月
筒
に
対
し
て
品
物
を
肥
る
（
返
す
）
こ
と
も
あ
る
。
「
永
元
寺
返

事
、
唐
椿
十
片
遣
之
、
」
　
（
実
隆
公
記
、
享
禄
2
・
1
1
∴
空
・
「
永
元
寺
返

事
、
扇
一
本
道
之
」
　
（
実
隆
公
記
、
芋
禄
2
・
正
・
曇
と
、
さ
さ
や
か
な
物

で
ぁ
る
。
多
い
の
は
扇
で
あ
る
。
扇
に
は
、
実
隆
の
染
筆
が
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。若
州
、
水
元
専
有
状
、
昆
布
・
打
曇
等
被
送
之
、
房
一
本
遣
之
、
畢
詠
横
棒

二
書
遣
之
、
（
実
隆
公
記
、
享
禄
2
・
正
・
1
6
）

の
よ
う
に
、
懐
紙
を
裂
す
る
場
合
も
あ
る
。

月
甫
は
恵
ま
れ
た
境
遇
を
背
景
に
、
実
隆
を
通
じ
て
中
央
（
京
）
の
和
歌
・

文
化
に
触
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
文
化
愛
好
者
・
保
護
者
と
し
て

の
性
格
が
現
わ
れ
て
い
る
。

M
＝
月
甫
の
和
歌
に
つ
い
て

月
甫
清
光
の
和
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
。
実
隆
の
許
で

批
評
・
添
削
・
倉
点
の
施
さ
れ
た
月
南
の
詠
作
は
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
時

時
に
実
降
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
和
歌
十
首
ば
か
り
が
再
呂
草
（
実
降
の
詠
作

集
）
に
認
め
ら
れ
る
。
十
首
で
は
あ
る
が
、
検
討
す
る
。

正
月
の
ほ
し
め
、
永
源
軒
光
長
老
、
若
狭
よ
り
書
状
の
つ
ゐ
て
に
、

昆
布
な
と
を
こ
せ
て

1
　
雪
ふ
か
き
こ
し
の
し
ら
ね
も
か
す
み
け
り
　
い
か
に
都
の
春
の
あ
け
ほ
の

（
再
昌
軍
、
永
正
十
二
年
）

永
源
軒
月
甫
和
尚
九
清
光
東
堂
Ⅴ
著
州
よ
り
上
洛
、
帰
り
く
た
る
へ
さ
と
て

2
　
忠
ひ
や
れ
め
く
る
山
川
岩
ね
ふ
み
　
つ
た
ふ
か
け
路
に
老
の
行
末
（
再
昌

等
、
大
永
五
年
十
一
月
）

再
呂
草
所
収
の
月
甫
歌
で
は
、
旧
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
。
両
首
は
「
年
ふ
か

く
ふ
り
つ
む
雷
を
見
る
時
ぞ
趣
の
し
ら
ね
に
す
む
心
地
す
る
」
　
（
後
撰
集
、
五

〇
〇
、
読
人
し
ら
ず
歌
）
、
「
岩
が
ね
を
つ
た
ふ
か
け
路
の
た
か
け
れ
ば
雲
の

跡
ふ
む
足
柄
の
山
」
　
（
玉
葉
集
、
二
九
五
、
前
大
納
言
篤
家
歌
）
と
い
っ
た

古
歌
に
も
依
り
な
が
ら
、
京
の
．
春
に
思
い
を
馳
せ
た
り
、
旅
達
の
困
難
に
老
の

行
末
を
比
し
て
訴
え
た
り
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
和
歌
の
発
想
法
・
表
現
法
に

従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
類
の
歌
と
し
て
二
首
掲
げ
る
。

永
元
寺
よ
り
焼
香
を
く
ら
る
と
て

3
　
あ
ま
の
た
く
浦
に
よ
り
く
る
浮
木
に
も
　
朽
ぬ
色
か
を
あ
わ
れ
と
は
み
よ

（
再
昌
草
、
大
永
七
年
正
月
）

宕
州
永
元
寺
葛
の
粉
を
ゝ
く
ら
る
と
て

4
　
い
つ
か
日
か
昔
の
秋
に
か
へ
ら
ま
し
　
京
も
山
路
も
葛
の
う
ら
風
（
再
昌

草
、
大
永
七
年
九
月
）

次
の
三
首
は
乾
飯
に
付
さ
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

マ
ヽ

永
元
寺
清
光
和
尚
、
鋪
を
送
る
と
て

5
　
秋
は
き
て
あ
っ
さ
は
い
な
す
天
河
　
し
ろ
き
は
し
い
を
涼
し
と
や
見
ん

（
再
円
日
章
、
大
永
七
年
七
夕
）

永
元
院
よ
り
、
ほ
し
い
ひ
を
こ
す
と
て

6
　
天
河
は
し
い
の
こ
ろ
の
過
て
又
　
此
ふ
く
ろ
く
詔
た
て
ま
つ
る
か
な
（
再

昌
草
、
大
永
八
年
七
月
廿
三
日
）

永
元
寺
よ
り
、
．
ほ
し
い
ひ
を
た
ふ
と
て

7
　
ほ
し
い
ま
ゝ
に
き
L
し
め
さ
る
な
夏
の
水
　
つ
も
れ
は
冬
の
ひ
え
と
な
る

も
の
　
（
再
昌
章
、
享
縁
五
年
六
月
）

月
再
の
贈
歌
は
時
代
が
降
る
に
つ
れ
、
和
歌
の
発
想
・
表
現
を
細
視
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
低
俗
化
・
滑
稽
化
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
奇
を
街
っ
た
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か
に
見
え
る
掛
詞
や
新
語
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
右
の
三
首
、
乾
飯
の

名
を
詠
み
込
も
う
と
す
る
点
で
は
共
通
す
る
。
「
秋
は
き
て
」
歌
に
お
い
て

は
、
〝
い
な
ず
〟
と
い
っ
た
表
現
、
乾
飯
と
星
居
（
存
疑
。
干
飯
は
「
ほ
し
い

ひ
」
星
居
は
「
は
し
ゐ
」
で
あ
る
。
ま
た
、
星
居
の
語
、
本
朝
の
辞
暫
類
に

見
あ
た
ら
な
い
。
）
の
掛
詞
が
不
自
然
で
あ
る
事
等
は
別
に
し
て
、
星
居
を
生

絹
（
〝
掠
し
″
と
の
掛
詞
で
も
あ
る
。
）
に
比
し
た
点
に
は
情
緒
的
な
も
の
も

感
じ
ら
れ
る
。
が
、
「
天
河
」
歌
に
お
け
る
下
二
句
は
酒
落
で
あ
り
、
「
ほ
し

い
ま
ま
に
」
歌
に
い
た
っ
て
は
滑
稽
そ
の
も
の
で
あ
る
。
〝
宥
狂
帯
″
　
（
前

山
。
天
文
3
・
2
・
2
9
糸
、
）
と
災
降
は
記
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
百
も
狂
歌
と

し
て
よ
い
。

間
物
に
付
さ
れ
た
月
苗
の
和
歌
に
掛
詞
が
多
い
の
は
、
物
名
歌
・
隠
退
と
し

て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も
依
る
。
さ
ら
に
は
、
月
覇
が
禅
僧
で
あ
り
、
禅
林

に
は
掛
詞
に
顆
似
の
「
扱
縁
の
法
」
が
存
し
た
こ
と
に
も
依
ろ
う
。
祁
僧
に
と

っ
て
は
、
掛
詞
は
m
ハ
昧
あ
る
技
法
で
あ
り
、
実
行
に
移
さ
れ
易
い
技
法
で
あ
っ

た
0
月
苗
和
歌
の
場
合
は
、
乱
川
気
味
で
あ
る
点
、
問
題
な
の
で
あ
る
。

禅
林
の
粧
縁
の
法
を
和
歌
に
応
用
し
た
と
考
冬
ら
れ
る
作
品
と
し
て
、
次
の

一
首
が
あ
る
。、水
元
軒
清
光
班
堂
よ
り
陽
首
座
事
と
ふ
ら
ひ
を
こ
す
と
て

8
　
正
人
の
名
は
堆
雲
の
上
に
　
天
も
粒
や
と
袖
そ
ぬ
れ
そ
ふ
（
再
呂
莫
大

永
六
年
七
月
）

凪
岡
持
陽
の
死
去
（
前
述
）
に
際
し
て
の
哀
傷
歌
で
あ
る
。
風
間
は
束
栢
寺
大

慈
庵
の
堆
雲
軒
に
任
し
て
い
た
。
堆
軒
宗
を
訓
読
し
て
一
首
に
詠
み
込
み
、
風
聞

を
暗
示
し
て
い
る
。

月
筒
の
残
っ
た
二
首
を
掲
げ
る
。
狂
歌
で
あ
る
。

、
些
冗
寺
若
狭
よ
り
年
の
幕
に
控
を
～
く
る
へ
主
を
、
道
わ
つ
ら
は
し

け
れ
は
と
て
、
黄
金
半
両
を
文
の
中
に
つ
1
み
て

9
　
つ
ゝ
む
て
ふ
椎
の
悪
さ
へ
そ
あ
ま
り
あ
る
　
あ
ま
り
す
く
な
き
心
さ
し
か

な
（
再
昌
章
、
事
禄
三
年
十
二
月
）
H
・
．
・

永
元
寺
よ
り
帽
子
の
た
め
と
て
錦
を
ゝ
く
ら
る
と
て

1
0
　
心
さ
し
奴
に
も
あ
ら
ぬ
わ
た
つ
梅
　
か
つ
き
の
も
の
と
同
し
め
さ
れ
よ

返
事

わ
た
つ
海
あ
ま
に
は
あ
ら
ぬ
入
道
の
　
か
つ
き
に
身
を
も
あ
た
ゝ
め
よ
と

や
　
（
再
昌
草
、
大
永
七
年
十
月
）

後
者
で
は
実
隆
の
返
歌
を
も
掲
載
し
た
。
突
降
歌
の
下
二
句
は
「
サ
ム
キ
ッ
フ

リ
ノ
カ
ツ
キ
物
ト
ヤ
」
案
を
も
記
す
。
実
隆
は
永
正
十
三
年
に
剃
髪
し
て
い

る
。月
商
と
尖
降
の
把
（
答
）
歌
か
ら
、
月
苗
の
和
歌
の
性
格
の
一
端
を
採
ろ
う

と
し
た
。
掛
詞
の
乱
用
・
俗
語
の
使
用
・
滑
稽
な
内
容
と
、
秀
歌
と
は
言
い
難

い
。
が
、
地
方
禅
僧
ま
で
が
和
歌
を
製
す
に
到
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
（
再
昌

草
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
）
狂
歌
が
拾
離
し
て
き
た
こ
と
等

の
、
当
代
の
風
潮
を
反
映
し
て
い
る
点
に
留
意
し
た
い
。
さ
ら
に
、
月
筒
の

歌
に
狂
歌
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
潤
甫
（
後
述
。
武
田
元
信
の
子
。
系
図
参

照
。
）
の
狂
歌
作
品
集
（
叡
山
文
相
蔵
・
玉
吟
抄
。
「
中
世
歌
培
史
の
研
究
」

参
照
。
）
が
現
存
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
注
目
し
た
い
。
若
狭
武
田
家
か
ら

は
英
甫
永
雄
・
雄
長
老
と
い
う
文
学
史
上
著
名
な
禅
僧
狂
歌
作
者
を
誕
生
さ
せ

る
か
ら
で
あ
る
。
月
再
、
澗
筒
が
狂
歌
を
製
し
た
こ
と
の
意
味
は
、
雄
長
老
の

出
現
に
よ
っ
て
花
咲
く
の
で
あ
る
。

（
な
お
本
項
に
お
い
て
は
、
月
甫
歌
に
応
じ
た
実
隆
歌
・
あ
る
い
は
実
隆

か
ら
月
常
へ
の
把
歌
等
に
つ
い
て
も
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
悠
省
略
し

た
。
）
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呈
　
㌧
卜
1
．

月
甫
清
光
に
つ
い
て
検
討
し
た
機
会
に
、
月
甫
と
も
深
い
関
わ
り
の
あ
る

次
の
よ
う
な
事
を
補
説
し
て
お
き
た
い
。

三
益
艶
詞
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て

伊
藤
氏
論
文
に
御
指
摘
の
よ
う
に
、
若
狭
武
田
氏
出
身
の
僧
は
、
建
仁
寺
十

如
院
に
住
持
す
る
か
、
寄
寓
す
る
か
、
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
の
が
常
で

あ
る
。
十
如
院
住
持
は
、
開
山
の
九
峰
以
成
を
始
め
と
し
て
雪
嶺
永
理
を
除

け
ば
、
東
曙
永
早
・
春
沢
永
田
二
三
益
永
因
・
文
渓
永
忠
・
英
甫
永
雄
等
い

ず
れ
も
若
狭
出
身
僧
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
月
甫
清
光
は
禅

居
庵
に
屈
住
し
、
東
曙
以
下
の
岩
狭
山
身
僧
に
と
っ
て
は
、
先
輩
格
・
世
話

役
格
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

三
寒
水
因
に
は
、
三
益
艶
詞
と
い
う
作
品
集
が
現
存
す
る
。
若
狭
武
田
家

出
身
の
幼
僧
・
某
に
対
す
る
艶
詞
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
続
雑
書
類
従

所
収
。
幼
僧
の
名
前
は
故
意
に
明
記
し
な
い
。
）

詠
雪
奉
呈
－
－
侍
史
梅
西
督
下
、
微
哺

模
糊
吹
雪
溝
山
渓
一
等
乾
坤
皆
自
重
　
別
有
人
問
奇
絶
電
　
憤
寒
花
痩

央
拓
西

集
中
の
一
首
で
あ
る
。
梅
西
賓
は
月
筒
の
暫
名
で
あ
る
。

三
益
艶
詞
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
潤
甫
周
玉
や
春
沢
永
恩
等
が
候
柄
に

あ
が
っ
て
い
る
。
が
、
翰
林
五
鳳
集
で
は
、
根
拠
と
し
た
作
品
集
は
不
明
で

あ
る
が
、
「
文
再
尊
君
閣
下
」
　
「
文
岳
佳
君
」
　
「
文
岳
青
年
閣
下
」
　
「
文
岳

雅
丈
」
　
「
文
岳
少
年
」
　
「
文
岳
尊
君
」
　
「
文
岳
詩
伯
」
等
と
題
詞
に
名
前
を

明
記
し
た
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
三
益
艶
詞
の
題
詞
の
中
に
は
「
文
君

頃
自
若
耶
甲
：
」
　
「
恭
末
契
於
文
君
老
甚
彩
琴
⊥
　
「
・
文
君
典
子
、
…
」

等
と
「
文
君
」
と
呼
称
し
た
も
の
も
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
文
再
が
モ
デ
ル

で
あ
る
と
考
え
る
。

三
益
艶
詞
の
巻
末
部
に
は
四
六
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
文
中
に
は
「
乃

祖
昔
創
祁
居
、
前
百
丈
後
百
丈
」
　
「
永
元
故
家
之
春
、
黄
烏
山
幽
谷
遷
喬

木
」
　
「
忽
見
遺
輩
、
大
里
竹
葉
符
」
　
「
梅
西
花
署
、
陸
放
千
億
之
化
身
、
月

裡
桂
芳
、
は
易
十
七
而
登
第
」
　
「
乃
父
佳
名
、
標
月
於
修
多
羅
蔵
」
　
「
乃
祖

曽
作
新
羅
之
遊
」
等
の
表
現
が
あ
る
。
大
鑑
派
・
禅
居
庵
僧
に
関
す
る
機
縁

語
が
多
い
点
、
潤
甫
・
春
沢
モ
デ
ル
説
を
否
定
す
る
一
材
料
に
な
る
。
「
永

元
」
　
「
梅
西
」
や
月
に
関
す
る
機
縁
語
に
も
注
目
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
文
岳

少
年
は
月
甫
清
光
の
附
弟
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
大
胆
に
推
童
し
て
い

る
。文
岳
少
年
に
つ
い
て
は
、
常
庵
竃
崇
の
冷
泉
集
に
次
の
一
首
が
載
る
。

賛
蘇
頴
滝

天
以
文
章
鳴
弟
兄
　
同
年
並
輝
振
家
相
．
地
時
勇
退
頴
川
尾
　
未
忘
判
床

風
雨
惜

題
辞
に
は
「
潤
甫
落
飾
奥
文
岳
兄
弟
同
時
」
の
註
記
が
あ
る
。
三
益
艶
詞
の

文
岳
と
同
一
人
と
考
え
る
。
註
記
の
訓
読
に
よ
っ
て
は
意
味
も
変
わ
る
が
・

「
澗
捕
落
飾
ス
。
文
岳
ト
ト
モ
ニ
兄
弟
同
時
ナ
リ
。
」
と
訓
む
。
潤
甫
・
文

岳
は
兄
弟
で
、
同
年
の
落
飾
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
潤
甫
を
茹
頴
濱
・
蘇
轍

に
比
し
て
賛
し
て
い
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
文
岳
が
兄
と
な
る
。

潤
甫
と
三
條
西
実
隆
に
つ
い
て

実
隆
と
若
狭
武
田
家
出
身
の
禅
僧
の
交
流
を
考
え
る
時
、
潤
甫
周
玉
と
の

関
係
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
潤
甫
は
武
田
元
信
の
子
、
建
仁
・
南

禅
寺
に
雌
任
す
。
砦
狭
で
は
栖
雲
寺
・
雲
外
寺
に
居
住
す
る
。
月
甫
と
実
隆

と
の
交
渉
が
お
も
に
書
状
に
よ
っ
た
の
に
対
し
、
潤
博
は
し
ば
し
ば
実
隆
邸
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料
訪
れ
て
和
歌
に
つ
い
て
の
盈
棟
を
蒐
ね
て
い
る
。
添
削
・
合
点
依
頼
の
記

事
も
多
い
（
実
隆
公
記
の
大
永
3
・
1
2
・
2
5
、
六
永
8
・
2
・
1
9
、
等
持

4
・
4
・
2
6
、
享
禄
5
・
3
・
2
3
条
等
参
照
）
。
そ
の
ほ
か
、
澗
甫
の
た
め

に
即
席
の
歌
会
が
開
か
れ
た
り
（
実
隆
公
記
・
再
昌
章
、
享
禄
4
・
5
・
6

条
）
、
．
実
降
に
月
次
題
を
俵
緬
し
た
り
（
実
隆
公
記
、
等
禄
4
・
2
・
2
7

条
）
、
詠
歌
大
概
の
伝
授
を
受
け
た
り
（
突
隆
公
記
、
天
文
5
・
正
・
3
0

条
）
で
あ
る
。
潤
甫
の
こ
と
は
、
栖
雲
寺
（
柄
雲
院
・
晴
雲
寺
と
も
）
・
亀
巣

軒
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

川
・
雪
嶺
と
三
焼
西
実
隆
に
つ
い
て

突
隆
と
潤
筒
の
交
渉
を
考
え
る
時
に
は
、
実
隆
と
十
如
院
の
諸
僧
と
の
関

係
を
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
十
如
院
の
僧
の
中
で
は
、
と
く
に
雪
嶺
永
圧

と
の
交
渉
が
注
目
さ
れ
る
。

「
十
如
院
被
送
杜
詩
聞
書
」
（
実
隆
公
記
、
永
正
1
7
・
2
・
2
）
、
「
杜
抄

こ
　
冊
、
返
雪
嶺
和
尚
」
　
（
実
隆
公
記
、
永
正
1
7
・
5
・
1
9
）
、
雪
嶺
和
尚
杜

詩
第
五
被
持
来
之
」
　
（
突
隆
公
記
、
永
正
1
7
・
1
0
・
1
1
）
等
の
記
事
が
あ

る
。
突
隆
は
雪
嶺
の
杜
詩
聞
書
・
抄
物
を
槽
用
し
て
い
る
。
最
近
、
雪
嶺
の

「
杜
詩
抄
」
　
（
光
風
社
書
店
）
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
永
正
十
七
年
当
時
に

は
、
す
で
に
何
ら
か
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。

（
追
記
）

「
三
益
艶
詞
」
　
（
続
群
書
類
従
所
収
）
　
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る
文
岳
少
年

は
、
永
元
軒
い
月
甫
清
光
の
附
弟
で
は
な
い
か
と
し
た
。
建
仁
寺
両
足
院
蔵

本
・
月
舟
環
に
次
の
詩
が
見
つ
か
っ
た
。

鴬
遷
喬
木
　
為
文
岳
合
永
元

喬
木
看
花
春
色
和
　
栄
遷
鴬
亦
叫
登
科
　
世
間
群
烏
只
低
唱
　
百
尺
波
頭
第

．
1
歌
題
注
「
為
文
花
や
永
元
」
は
、
こ
の
推
量
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。

一
食
聖

大
学
院
研
究
発
表
会
発
表
題
目
及
び
発
表
者
（
第
六
十
四
回
～
六
十
八
回
）

第
六
十
四
回
（
昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
三
日
）

「
土
神
と
狐
」
　
－
　
そ
の
童
話
と
し
て
の
虚
構
性
に
つ
い
て
1
伊
藤
　
首
二
郎

歴
史
上
の
「
阿
部
一
族
」
事
件
（
三
）

ー
阿
部
家
の
遺
跡
相
続
に
つ
い
て
－

第
六
十
五
回
（
同
七
月
十
一
日
）

大
蔵
虎
別
の
仮
名
遣

「
正
治
二
年
初
度
百
首
」
に
つ
い
て

－
そ
の
特
性
と
心
情
表
現
の
係
り
を
中
心
に
－

第
六
十
六
回
（
同
十
月
六
日
）

疑
問
副
詞
「
為
」
字
の
訓
読
史

御
堂
関
自
記
に
お
け
る
程
度
副
詞
に
つ
い
て

－
極
端
（
非
常
こ
の
意
）
を
示
す
場
合
－

藤
村
文
学
に
お
け
る
創
作
意
図
の
一
湖
面
（
一
）

1
「
家
」
を
中
心
と
し
て
ー

第
六
十
七
回
（
同
十
月
二
十
七
日
）

〝
心
貸
し
″
と
〝
夕
映
え
″
の
芙

－
源
氏
物
語
と
先
行
文
学
と
の
自
然
と
人
間
1

「
大
和
物
語
」
の
僧
侶

藤
本
　
千
鶴
子

菅
原
　
　
範
夫

金
本
　
　
節
子

三
保
　
　
忠
夫

清
水
　
　
教
子

宇
野
　
　
憲
治
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小
林
　
美
和
子

小
沢
　
サ
ト
子

（
4
3
ペ
ー
ジ
下
段
に
つ
づ
く
）

tosho-seibi-repo
長方形




